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項目 R2実績 R3実績 R4実績 R5目標 R5結果

1 市民

年間利用者数の達成 １年間の来館者数
（単位：人）

18,092 35,485 36,157 36,000 41,204 直近２年の実績値を基に目標
値に設定した。 Ｂ：達成

2 市民

稼働率 年平均稼働率
（単位：％）

36 45 39 42 41 直近２年の実績値を基に目標
値に設定した。 Ｃ：未達成

3 市民

事業満足度 アンケートの満足度
（単位：％）

91 96 97 90 96 R4年度の目標値と同じに設定し
た。 Ａ：達成（優）

4 市民

ボランティア等の活用事業 活用事業数
（単位：件）

2 2 2 2 3 Ｒ４の実績値を目標値に設定し
た。 Ｂ：達成

5 財務

効率的な事業費 １人１回あたりの事業費
（単位：円）

371 167 166 167 131 直近２年の平均値を基に目標
値に設定した。

Ａ：達成（優）

6 業務

他機関、他団体との連携 連携件数
（単位：件）

11 10 15 11 13 今年度の連携予定事業数を目
標値に設定した。 Ａ：達成（優）

7 業務

事故発生の防止 事故件数
（単位：件）

0 1 1 0 0 事故０を目標値に設定した。

Ｂ：達成

8 人材

研修の実施及び参加 受講延人数
（単位：人）

13 17 48 20 31 伝達研修も含む
Ａ：達成（優）

9

10

公民館保険の対象となるような事
故は発生しなかった。

公民館職員研修など

大学と連携し、学生（インターンシッ
プ）の企画・運営・指導による講座を
１講座開催した。

社会教育法の理念を踏まえ、それぞれの年代に応じた多様な学習機会を提供するとともに、市民の学
習活動を支援します。また、関連部局や関連団体との連携を図りながら、学習成果が地域に生かされ
る環境づくりや仕組みづくりを支援します。

・事業の広報について、チラシ、区だより、ホームページの他、若い世代向けの事業については、新たにLINEも活用して周知を図った。
・事業予算が年々削減されているなかで、事業を継続していくためには、企業等の連携も視野に入れていく必要がある。
・引き続き、職員が各種研修会に積極的に参加できるような職場の環境づくりに努め、もって、利用者及び受講者の満足度向上に繋げてい
きます。

受講者の満足度が上がるよう、講
師との打ち合わせを入念に行い、講
座を開催した。

コロナが５類に移行したことにより、
定員を増やしたり、また、無料の講
師を依頼する等、経費削減に取り
組んだ。

各種主（共）催事業

地域コミュニティ活性化支援
事業など

コロナ対策を講じながら、ボランティア
等の活用事業を実施することができ
た。

取り組みについて（目標設定の考え方など） 総合評価　（評価を踏まえた課題分析・方向性など）

親子の居場所など

対象は、貸館及び主催事業
を含む公民館利用者全て

伝達研修も含め、各種研修会に積
極的に参加して、資質の向上に努
めた。

貸館、公民館主催事業

とやの地域学など

貸館、公民館主催事業 コロナが５類に移行し、利用が戻って
きたことにより、目標を達成すること
ができた。

コロナが５類に移行し、利用が戻って
きたが、わずかに目標を下回る結果
となった。

　市民のために、実際生活に即する教育、学術及び文化に関する各種の事業を行い、もって
住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進
に寄与する事を目的に設置する。

当初予算（千円）

R6.7.24

主な事業等
目標達成状況
未達成理由

新潟市鳥屋野地区公民館 新潟市中央公民館
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当初人員(人） R5.7.28


